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沖縄県立総合教育センター 前期長期研修員 第 66 集 研究集録 2019 年９月 

〈生物〉 

科学的に探究する力を育成する指導の工夫 

―根拠を持って仮説を立て検証する学習過程を通して― 

 

大宜味村立大宜味中学校教諭 金 城 健 太    

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

 AI をはじめとする科学技術の飛躍的な進化や急激な少子高齢化など、これまで以上に変化の激しい

社会となる。こうした社会においても、様々な変化に積極的に向き合う子供たちを育成することが必

要となっている。変化の激しい社会で課題を解決していくためには、子供たち一人一人が「思考力・

判断力・表現力」を持っていることが大切になる。理科でいう「科学的に探究する力」である。平成

29 年３月告示の中学校学習指導要領で、理科の目標に「自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考

え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探

究するために必要な資質・能力を次の通り育成することを目指す。」とある。これまでの中学校学習指

導要領よりも、科学的に探究する活動をより一層重視した目標となって改訂された。また、中学校学

習指導要領解説理科編（平成 29 年７月）に「科学的に探究する力を育成するに当たっては，自然の事

物・現象の中に問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，得られた結果を分析して解

釈するなどの活動を行うことが重要である。」とあり、学習過程にも踏み込んだ記述となっている。 

 これまでの私の授業を振り返ると、第２分野、特に「刺激と反応」の単元において、知識の習得に

重点をおいた、教師主導型の授業がほとんどであった。観察、実験を行う際にも、一方的に課題を与

え、観察、実験を行い、まとめるという学習過程であり、生徒の思考する場面を十分に与えてはいな

かった。また、生徒のこれまでのワークシートを分析すると、観察、実験の結果をまとめることや考

察を苦手とする生徒が多く見られた。これからの社会でより重要になる科学的に探究する力、すなわ

ち思考力、判断力、表現力等を十分に育てることができていなかった。これらを育成するためには、

観察、実験において、課題の把握、課題の探究、課題の解決という探究の学習過程を繰り返し通すこ

とが重要である。その過程の中でも、本研究において私は見通しをもって観察、実験が行えるよう「仮

説の設定」の場面に重点を置いた。「仮説の設定」の際には、根拠を持って行うように促す。これまで

の学習で得た知識や技能を活用することが、根拠になる。これまでの既習事項を活用し、根拠を持っ

て「仮説の設定」をすることにより、観察、実験の結果、何が獲得され、何が分かるようになるかが

明確になる。「仮説の設定」の際には、個人で考え、班で話し合い、そしてクラス全体でも確認し、よ

り仮説の妥当性を考え深める。これらのことを行うことで、見通しをもって検証することにもつなが

る。さらに、仮説を振り返ることにより、実験、観察の結果を考察する手がかりとなる。 

 そこで本研究では、単元「刺激と反応」において、根拠を持って仮説を設定する場面に重点を置き、

その際には、個人で考え、班で話し合い、クラス全体で共有し、検証する学習過程を繰り返し通すこ

とにより、科学的に探究する力が育まれると考え、本テーマを設定した。 

〈研究仮説〉 

単元「刺激と反応」において、根拠を持って仮説を立て話し合いで深めクラス全体で共有し、検証

する学習過程を通して、思考力・判断力・表現力等の科学的に探究する力を育成することができるで

あろう。 

 

Ⅱ 研究内容 

１ 実態調査 
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図１ 理科の授業で、好きな活動（Ｎ＝17） 

(1) 目的 

生徒の実態を把握し、授業設計の基礎資料とする。また、研究仮説を検証する資料とする。 

(2) 対象及び実施時期 

①  対象：大宜味村立大宜味中学校 ２学年１クラス 17 人 

② 実施時期：事前調査 令和元年５月下旬、事後調査 令和元年７月上旬 

 ２ 仮説検証の手立て 

  (1) 検証の観点 

   ① 根拠を持って仮説を立てることができたか。 

② 科学的に探究する力が育成されたか。 

  (2) 検証の場面・方法 

   ① 事前、事後のアンケートの分析 

② 話し合い活動における発言やホワイトボードへの記述内容の分析 

③ 行動観察、ワークシートの記述内容の分析 

(3) 事前アンケートの結果および分析 

① 学習過程における生徒の意識調査 

   「理科の授業で好きな活動は何ですか。（２

つまで回答可）」という質問に対して、上位３

つが「実験」「観察」「話し合い」であった(図

１)。クラスの全員が、「実験」が好きと回答

した。次いで、「観察」も 75％の生徒が好き

な活動として挙げている。「話し合い」や「発

表」を好きな活動としている生徒もいた。好

きな活動としては、回答が４つの活動に絞ら

れ、「予想」や「考察」「結果をまとめる」な

どの活動が好きと回答した生徒は一人もいな

かった。 

次に、「理科の授業で苦手な活動は何ですか。

（２つまで回答可）」という質問に対しては、

上位３つが「発表」「考察」「結果をまとめる」

であった(図２)。理由としては、「どう表現し

ていいか分からない。」「どう考えたらいいの

か分からない。」など、思考することに苦手意

識が高い。 

また、「既習事項を活用して、課題を解決し

ていくことはできますか。」という質問に対し

ては、「ややできない。」「できない。」と回答

した生徒が合わせて 53％と半数以上の生徒

が既習事項を活用して、課題を解決していく

ことができないとしている（図３）。 

生徒は実験、観察、話し合いなどの活動が

好きであるが、発表、考察、まとめ、活用な

どのような思考すること、思考を整理するこ

とに苦手意識が高いことが分かった。思考力、

判断力、表現力、つまり、科学的に探究する 図３ 活用問題に対する意識（Ｎ＝17） 

図２ 理科の授業で、苦手な活動（Ｎ＝17） 
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図７ 話し合いの有用性（Ｎ＝17） 

図５ 仮説の設定の際の既習事項の活用（Ｎ＝17） 

図４ 仮説の設定の必要性（Ｎ＝17） 

力に苦手意識が高いことが分かった。 

 ② 仮説（予想）ついて 

   「観察・実験の際、予想は必要だと思います

か。」の質問に対して、「必要」「やや必要」と回

答した生徒は合わせて 82％とほとんどの生徒

が、予想は必要だと感じている（図４）。 

「観察・実験の予想の際には、これまでに学

習したことを思い出したり、振り返ったりしま

すか。」の質問に対して、「いつもする」「たま

にする」の回答が合わせて 53％と、既習事項

を基に予想している生徒は半数いた（図５）。

一方、「あまりしない」「しない」と回答した

生徒は合わせて 47％であった。予想の際、こ

れまでの学習を振り返らない生徒も半数近く

いた。理由としては、「なんとなく予想してい

る。」という意見が大多数であった。仮説を立

てることは必要だが、既習事項を活用し、根

拠を持って仮説を立てている生徒は半数であ

った。 

③ 話し合いについて 

   「班で話し合いをすることは、好きですか。」

という質問に「好き」「どちらかといえば好き」

と回答した生徒は 88％であった。「嫌い」と回

答した生徒は一人もいなかった(図６)。「班で話

し合いをすることは、役に立ちますか。」という

質問に、「役に立つ」「やや役に立つ」と回答し

た生徒が 94％であった(図７)。理由としては、

「他の人の意見が聞ける。」「他の人の意見を聞

くことで、分からないことが解決する。」など班

での話し合いに対して、肯定的な意見がほとん

どであった。これは、本校の校内研修の取り組

みの一つとして、各教科の授業において学びあ

いの場の設定や表現する場の設定を推進してお

り、その成果だと考えられる。 

３ 理論研究 

(1) 主体的・対話的で深い学びからの学習過程の改善 

    『理科の授業づくり（宮内 2018）』では、主体的・対話的で深い学びについて、次のように

表現している。 

 ① 主体的な学び 

     「学びたい」と生徒に思わせるような課題の設定、実験や教具の工夫が大切である。 

 ② 対話的な学び 

    「対話的な学び」が実現される場面 

  ・生徒が自分の考えに確信がもてず、相互の交流を通して考えを深めたいとき 

  ・課題に対して相反する意見が想定され、それらを軸とした議論が深まると考えられるとき 

図６ 話し合いに対する意識（Ｎ＝17） 
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図９ 豚の目 

図８ 探究の学習過程のイメージ 
 学習指導要領解説理科編より 

 ③ 深い学び 

     理科において「深い学び」は、探究の過程を経て実現されると考えられる。課題を把握し、

課題の探究を行い、課題の解決を通して学んだことは、具体的な経験を通して、より深いも

のとなるはずである。 

     本研究においても、主体的・対話的で深い学びの視点から学習過程を質的に改善していく

ことは大切である。「主体的な学び」に関しては、単元「刺激と反応」において、本来説明だ

けで学習を進めることが多い。そこで、生物体を切り開いて内部の構造を観察する解剖実験

を取り入れ、生徒の主体的な学びにつなげたい。また、本研究で重点を置く「仮説の設定」

の場面で「対話的な学び」を意識して授業設計を行い、「仮説の設定」の妥当性を高めたい。

さらに、単元を通して、探究の学習過程を繰り返し行い、「深い学び」につなげていきたい。 

(2) 探究の学習過程における「仮説の設定」について 

    生徒が新場面に出合うような学習を設定し、未知の課

題を探究的な活動を通して解決する学習は、科学的に探

究する力の育成において効果的である。その際には、課

題の把握（発見）、課題の探究（追究）、課題の解決とい

う探究の学習過程を設定する（図８）。『中学校「理科の

見方・考え方」を働かせる授業』（山口・江崎 2017）

では、探究の学習過程の中の「仮説の設定」について次

のような記述がある。『小学校理科の第４学年の目標に、

「根拠のある予想や仮説を発想する力を養う」と示され

た。中学校の目標には直接の記述はないが、小学校から

のつながりとして中学校としても意識していきたい。課

題を受け、（中略）仮説を立てて、実験を行う。簡単で

あっても、仮説の設定の場面を確保していきたい。』こ

れまでの、中学校理科での「仮説の設定」に関する活動

には弱さがあるという。私のこれまでの授業でもそうで

あった。 

    本研究においては、観察、実験を毎時間行い、「仮説の

設定」に重点を置き見通しを持った探究の学習過程を繰

り返し通すことで、科学的に探究する力、すなわち思考力、判断力、表現力等を育成したい。 

４ 素材研究 

(1) 教材・教具の工夫 

 ① 解剖教材 

   学習した内容をより現実のものとして感じるて考えることや生徒の興味・関心を高めるた

めに、生物体を切り開いて構造を調べる「解剖」を行うこととした。次の３つの部位を教材

として使用する。 

  ア 豚の目（第３時に使用） 

    感覚器官を学ぶ際、実際に

感覚器官を解剖することは

少ない。そこでより人間に近

い大きさや構造の豚の目を

使用する（図９）。解剖する

と、目の中から水晶体が取り出せ、レンズの役割をしていることが観察できる。豚の目は、

食肉加工センターに問い合わせ、注文することで購入できた。（参考：１個 50 円） 

水晶体 視神経 

解剖前の豚の目 余分な肉を排除 レンズが取り出せる 

水晶体 
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図 11 鶏の首 

図 10 手羽先 

反応時間メモリ 

付きものさし 

図 12 反応時間メモリ付きものさし 

図 13 簡易腕骨格モデル 

  イ 手羽先（第７時に使用） 

    実際の骨や筋肉のはたらきを学習する際

に、手羽先を使用する（図 10）。スーパー

で購入できることやヒトの腕と比較して

考えやすい教材である。解剖することで、

骨格、腱、筋肉などを確認でき、更に動か

すこともできる。（参考：１個 70 円） 

ウ 鶏の首（第８時・本時に使用） 

既習事項を活用した授業を展開するために、発展

課題（未知の教材）として、鶏の首を使用する（図

11）。この教材も手羽先と同じようにスーパーで購

入でき、更に安価であるため、教材として手に入れ

やすい。また、手羽先よりも構造が複雑で、発展課

題の教材として適している。（参考：１個 30 円） 

   ② 反応時間メモリ付きものさし（第４時に使用） 

刺激を受け取ってから、反応するまでにかかる時間を

測定する実験で、落とされたものさしをつかむ実験があ

る。その際、ものさしが落ちた距離を測り、別表でもの

さしが落ちるのに要する時間を読み取る。この教具は、

距離も時間も表示されてあるため、容易に実験できるよ

うになっている。また、安定してものさしが落ちるよう

に、ものさしの下の部分には、板状の鉛を入れ工夫した。 

   ③ 簡易腕骨格モデル（第６時に使用） 

腕の骨格モデルを 100 円均一で売っているもので、作

成した。ストローは、タピオカ用の太いものを用い、真 

ん中に切れ込みを入れ、骨格の関節とした(図 13）。腱や筋肉に見立てて、ロープを用いた。

筋肉（腱）が骨格のどの部分につくことで、腕の曲げ伸ばしができるのかを生徒自身がこの

モデルを用いて、しくみを見い出すように使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ワークシートの工夫 

探究の学習過程の流れが一目でわかるように、Ａ４サイズ一枚でワークシートを作成した

（図 15）。 

  ① 仮説の設定 

仮説の設定の欄は、図で表現する欄を設け、あらかじめ図を入れておくなど、仮説を表

現しやすいように工夫した。文章で表現することが苦手な生徒でも、色鉛筆等で色分けし

ながら、思考を整理しやすくなっている。また、仮説の設定の欄には、文章で説明する欄

も設けた。そこには、根拠（理由）を書くようにした。 

ひも ストロー 

鶏の首 解剖後の鶏の首 

実験の様子 簡易腕骨格モデル 

手羽先 解剖後の手羽先 

実験の様子 

腕を伸ばした図 腕を縮めた図 
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    ② 結果の記録 

 仮説と比較し、振り返りやすい

ように、同じ位置関係で配置した。 

③ まとめ（考察） 

 結果から分かることを整理し

やすいように工夫した。共通性や

多様性の視点で捉えられるよう

にした。 

④ 授業での気づきや疑問 

 授業の振り返りができるよう

に、最後に気づきや疑問の欄を設

けた。ここで、何が分かるように

なったのかを自覚させる。さらに

新たな疑問を記述させることに

より、次の探究の学習過程へとつ

なげていく。 

 

 

Ⅲ 指導の実際 

１ 単元名 動物の体のつくりと働き 「刺激と反応」 

２ 単元の目標 

 動物が外界の刺激に適切に反応している様子の観察を行い，その仕組みを感覚器官，神経系及 

び運動器官のつくりと関連付けてとらえること。 

３ 単元の評価規準 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技 能 知識・理解 

・刺激と反応に関する事物・現象

に進んで関わり、それらを科学的

に探究しようとするとともに，生命

を尊重しよ うとする。 

 ・刺激と反応に関 する事物・現象

の中に問題を見いだし、目的意識

をもって観 察、実験などを行い、

外界の刺激に反応する仕組みな

どについて自らの考えをまとめ、

表現している。 

 ・刺激と反応などに関する観察、

実験の基本操作を習得するととも

に、観察、実験の計画的な実施、

結果の記録や整理などの仕方を

身に付けている。 

 ・外界の刺激に反応する仕組み

などについて基本的な概念や規

則性を理解し、知識を身に付けて

いる。 

４ 単元の指導計画と評価規準 

（◎指導に生かすとともに総括に用いる評価、〇指導に生かす評価） 

過

程 

時

間 
学習内容 ねらい 学習活動 

評価観点 
評価規準 評価方法 

関 思 技 知 

感

覚

器

官 

１ 感覚器官の種類 

・感覚器官に関心をも

ち、それらのはたらき

を調べる。 

・目や皮膚が受け取る刺激を体

感する。 

・動物にはどのような感覚器官が

あり，それぞれどのような刺激を

受け入れているか理解する。 

◎    

・感覚器官に関心をも

ち、それらのはたらき

を調べようとする。 

ワークシ

ート・行動

観察 

   〇 

・感覚器官の種類と刺激

を説明できる。 

 

２ 刺激と感覚器官 

・感覚器官が受け入れ

た刺激を脳に伝えるし

くみを理解する。 

・ヒトの感覚器官のつくりや刺激

を感じるしくみについて理解す

る。 

・刺激に対するメダカの行動を予

想、観察し、どこで何を感じ、行

動したのかを考え、話し合う。 

   ◎ 

・感覚器官が受け入れ

た刺激を脳に伝えるしく

みを説明できる。 

ワークシ

ート・行動

観察 

 〇   

・どの感覚器官で何の

刺激を受け取って反応

を起こしたのか考察す

ることができる。 

３ 豚の目のつくり 

・豚の目を積極的に解

剖し調べ，その結果を

もとに，目のつくりにつ

いてまとめることがで

・目のレンズやガラス体のつくり

を予想する。 

・豚の目を解剖し、スケッチを行

い、目のつくりを調べる。 

  ◎  

・豚の目を解剖したり、

観察したものをスケッチ

し、気付いたことをまと

めることができる。 

ワークシ

ート・行動

観察 

図 15 ワークシートの例 

仮説の設定  

図で表現  

結果の記録 

仮説と比較しやすい 

次の探究の学習過程 

仮説の設定  

根拠の記述  

まとめ（考察） 
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５ 本時の学習指導（第８時/全８時） 

  (1) 単元名 動物の体のつくりと働き 「刺激と反応」 

 (2) 指導目標 

   ・既習事項を基に、鶏の首のつくりを予想し、解剖して調べ、検証することができる。 

(3) 本時の評価規準 

【評価の観点】 

評 価 規 準 

判 定 の 基 準 
評価方法 

A 十分満足できる B 概ね満足できる C 支援の具体的な方法 

【思考・判断・表現】 

既習事項を基に、鶏の首の

つくりを予想し、解剖して調

べ、検証することができる。 

筋肉と骨格のつくり

から、鶏の首が動く

ためのつくりを説明

することができる。 

鶏の首が動くため

のつくりを説明する

ことができる。 

鶏の首を用いて、どのよ

うなつくりで鶏の首が動

くのかを説明し、理解を

促す。 

ワークシート 

行動観察 

  (4) 準備する教材・教具 

ＰＣ、モニター用テレビ、ワークシート、鶏の首、ハサミ、ピンセット、ホワイトボード 

 (5) 本時の展開 

過
程 

学 習 活 動 教師のはたらきかけ 
評価・留意点等 

【評価規準】（評価方法） 

導
入(

５
分) 

◇手羽先の解剖から、筋肉と骨格が互い

に関係しあって働き、運動できることを確

認 

◇手羽先以外の部位について考える。 

○写真を示しながら、前時の確認。 

○手羽先ではなく、他の部位ではどのよ

うになっているか問う。 

 

・生徒から学習課題を

引き出すようにする。 

展 

開 

（
４
０
分
） 

  

 

 

◇個人で予想する。ワークシートに記入。 

◇班で理由を付け加えて、予想する。 

◇班の予想を発表する。 

 

 

 

◇ 班ごとに鶏の首を解剖する。 

◇筋肉と骨を確認しながら、ワークシート

にスケッチや、気付いたことを記述する。 

 

 

 

〇ワークシート配布。 

○これまでの学習を振り返ることを促す。 

〇ホワイトボードを使用し、班の考えをま

とめる。 

 

 

○班ごとに解剖道具配布。 

〇ハサミを使う際の安全確認。 

○筋肉と骨がどのようについているかを

確認しながら、解剖することを指示。 

 

 

・「仮説の設定」に十分

時間を取る。 

 

 

 

・安全に気を付けるこ

と、生き物への畏敬の

念を持って解剖実験に

取り組ませる。 

きる。 

〇    

・目のつくりに興味をも

ち，そのしくみを調べよ

うとする。 

神

経

系

の

は

た

ら

き 

４ 意識して行う反応 

・刺激が脳に伝えら

れ，命令となって運動

器官に伝えられるまで

には時間がかかること

に気づかせる。 

・ヒトの反応時間を調べる実験を

行う。 

・感覚器官が刺激を受け取って

反応が起こるまでの経過につい

て理解する。 

  〇  

・ヒトの反応時間を調べ

る実験を行い，その結

果をわかりやすくまとめ

ることができる。 

ワークシ

ート・行動

観察 

５ 反射 

・反射のしくみと特徴に

ついて理解する。 

・反射の実験 

・反射について説明するととも

に，反射がふつうの反応とどのよ

うに違うか考える。 

   〇 

感覚器官が受け取った

刺激によって，ヒトの体

にいろいろな反応が起

こるしくみについて説

明できる。 

ワークシ

ート・行動

観察 

運

動

器

官 

６ 運動のしくみ 

・運動のしくみについ

て理解する。 

・骨格と筋肉の関係について理

解する。 

・ストローと紐で、運動するため

のしくみを考える。 

   〇 

ヒトの体の運動のしくみ

を説明することができ

る。 

ワークシ

ート・行動

観察 

７  手羽先のつくり 

・鶏の手羽先の解剖を

通して、体が動くしくみ

を解剖を通して理解す

る。 

・鶏の手羽先骨格への筋肉のつ

き方をを予想する。 

・鶏の手羽先を解剖し、筋肉と骨

格のつくりから、動くしくみを考

える。 

  ◎  

・手羽先のつくりを調

べ，骨格と筋肉の関係

を見いだすことができ

る。 

ワークシ

ート・行動

観察 

 

８ 

本

時 

鶏の首のつくり 

・鶏の首のつくりにつ

いて、既習事項を活用

し、予想を立てる。 

・解剖し、検証する。 

・鶏の首の筋肉のつき方につい

て、既習事項を基に予想する。 

・班で話し合い、発表する。 

・解剖し、検証する。 

 ◎   

・既習事項を基に、鶏の

首のつくりを予想し、解

剖して調べ、検証する

ことができる。 

ワークシ

ート・行動

観察 

学習課題：鶏の首では、筋肉と骨格はどのようなつくりになっているのだろうか。 

鶏の首を解剖し、筋肉と骨がどのようなつくりになっているか検証する。 
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図 16 仮説の設定の際の既習事項の活用（Ｎ＝17） 

図 18 話し合いの有用性（Ｎ＝17） 

図 17 仮説の記述の変化 

展 

開 

（
４
０
分
） 

  

 

 

◇予想と照らし合わせながら、解剖結果

を考察する。 

◇発表 

◇解剖道具を片付ける。 

 

 

 

◇個人の予想や各班の予想とも比較し

ながら、解剖結果を考察する。 

○解剖道具の片づけを指示する。 

 

 

既習事項を基に、鶏の

首のつくりを予想し、解

剖して調べ、検証する

ことができる。【思】 
（ワークシート・行動観察） 

ま
と
め(

５
分) 

 

◇今日の授業でわかったこと気付いたこ

とをワークシートに記入する。 

 

○個人の意見をワークシートに記入させ

る。疑問に思ったことも書くように指示し、

次なる探究へとつながるようにする。 

 

 

Ⅳ 仮説の検証 

１ 根拠を持って仮説を立てることができたか。 

「観察・実験の予想の際には、これまでに

学習したことを思い出したり、振り返ったり

しますか。」の質問に対して、事後アンケート

では、「いつもする」「たまにする」と答えた

生徒が 100％となり、仮説の設定の際にすべ

ての生徒がこれまでの学習を思い出したり、

振り返るようになった（図 16）。 

  次に、ワークシートの「予想」の欄を分析

した。第１時で、「外部からの刺激をうけとる感覚器官には、目、耳、鼻、舌、皮膚がある。」こ

とを学習したうえで、第２時でメダカの刺激に対する反応の予想を行った。第２時での予想では、

ほとんどの生徒が反応の予想だけで、根拠の記述は見られなかった。この後も繰り返し探究の学

習過程を踏まえた授業を行い、その都度、根拠を持って仮説の設定する学習を繰り返した。第８

時の予想では、前時までの既習事項を理由として挙げる記述が多く見られた。アンケートの結果

と同じように、生徒は授業が進むにつれて、根拠を持って仮説が書けるようになった（図 17）。 

 

第２時：メダカの刺激に対する反応実験 

  前時の学習 

  「外部からの刺激をうけとる器官を感覚器官という」 

  「感覚器官には、目、耳、鼻、舌、皮膚がある」 

    A さん：メダカの動きの予想 

   

 

 

 

→前時に学習したことを活用できていない。 

第８時：鶏の首のつくり 

前時の学習 

「関節があるから、運動ができる」 

「筋肉は腱で骨格とつながっている」「手羽先の解剖実験」 

   A さん：鶏の首の筋肉のつき方の予想 

 

 

 

 

 →前時に学習したことを基に予想している。

検証授業では、仮説の設定の場面でホワイト

ボードを利用し、話し合いを行った。「班で話し

合いをすることは、役に立ちますか。」という事

後のアンケートでは、全員が肯定的な回答であ

った(図 18)。理由として、「意見を交換して、

話し合うことで、また違った考えが出てくると

思うから。」や「他人の意見を聞き、自分の意見

との違いがわかった。」などの記述があった。生

24%

6%

76%

47% 35% 12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

観察・実験の予想の際には、これまでに学習し

たことを思い出したり、振り返ったりしますか。

いつもする たまにする あまりしない しない

事前

事後

76%

65%

24%

29% 6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

班で話し合いをすることは、役に立ちますか。

役に立つ やや役に立つ
やや役に立たない 役に立たない

事前

事後

鶏の首のつくりを解剖結果から、考察する。 
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Ⅾ班のホワイトボード 

図 19 ホワイトボードの活用 

図 20 既習事項の課題解決への活用（Ｎ＝17） 

図 21 鶏の首の解剖実験 

クラス全体で共有 

徒自身が話し合いの有用性を実感していると考えられる。仮説は、個人で考えた後、ホワイトボ

ードを利用し、個人の意見を出し合いながら、班の仮説としてまとめた。その後、各班の仮説を

クラス全体で共有した（図 19）。生徒は、相互の意見交換を通して、より妥当性のある考えを深

めていた。 
 

 

腕を曲げるときの筋肉についての個人の記述  

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

            B さんのワークシート                   C さんのワークシート                    D さんのワークシート     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 科学的に探究する力が育成されたか。 

  (1) アンケート分析 

「既習事項を活用して、課題を解決して

いくことはできますか。」というアンケート

では、事前では、「できる」「ややできる」と

回答した生徒は合わせて 47％と半数以下で

あったが、事後では、82％と増加した（図 20）。

生徒の記述による理由として、「前に学習し

たことを思い出して解けた。」や「前の授業

の内容（やり方）が頭に入っているから。」

などがあった。 

(2) 授業の行動分析 

検証授業の回数を重ねるごとに生徒は、主体的

に課題を解決しようとする姿が見られるような

った。本時では、生徒は腱や筋肉を自分たちで確

認しながら、鶏の首の解剖実験を行うことができ

ていた（図 21）。筋肉や腱など検証に必要なもの

と皮などの必要のないものを判断するなど、前時

までの解剖実験で習得した、知識や技能を生かし

ながら、仮説を検証できるようになっていた。 

 

D 班 

 

BさんとCさんは同じ考

え、D さんは、反対の考え

であったが、それぞれの

考えを理論的に考えなが

ら、班の考えとしてまとめ

ることができていた。 

35%

6%

47%

41%

18%

41%

0%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

既習事項を活用して、課題を解決してい

くことはできますか。

できる。 ややできる。 ややできない。 できない。

事前

事後
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図 22 本時のワークシート（Ｅさん） 

図 23 プリントへの記入の様子 

(3) 本時のワークシート分析 

  ワークシートについては、Ｅさんを例に挙げ分析 

した（図 22）。 

① 仮説の設定 

 前時では、手羽先の解剖を行っており、関節の

両側の骨についている筋肉の収縮によって手羽先

が動くことを学習した。その既習事項を活用して、

仮説の設定を行う生徒が多くいた。Ｅさんの鶏の

首への筋肉のつき方の予想図でも関節の両側に筋

肉がついている図が描かれていた。予想の理由も

「１つ１つの関節に腱がついていて、そこに筋肉

がついていると思ったから。」と前時までの既習事

項を活用した記述となっていた。 

   ② 結果の記録 

鶏の首を解剖し、筋肉がどのようについていた

かを検証し、結果の欄に記録することができてい

た。Ｅさんも「長いもの（筋肉）と短い筋肉があ

った。」と解剖の結果を文章や図で表すことがで 

    きていた。 

   ③ まとめ（考察） 

まとめとして、結果から考察を行えていた。

鶏の首と手羽先とを比較しながら、共通点や相

違点に気付くことができていた。Ｅさんのワー

クシートでも、共通点として「手羽先と同じよ

うに鶏の首にも関節、筋肉、腱があり動くこと

ができる。」という記述があり、相違点として、

「骨の数や大きさが違うため、関節の数が違う

こと」を挙げることができていた。 

   ④ 気づいたことや疑問に思ったこと 

   最後に、授業を通しての気づきや疑問に思っ

たことが生徒なりに記入できていた。Ｅさんも

「動く目的が違うことで、つくりが違うことが分かった」など、授業を通して何が分かった

のかを記述することができていた。また、「次はニワトリの足を解剖してみたい。」など、次

の探究につながることを記述する生徒も見られた。 

   本時のワークシートの分析では、「課題の把握」「課題の探究」「課題の解決」と科学的に探究す

る力が総合的に身についてきた姿が見られた（図 23）。 

 

Ⅴ 成果と課題 

１ 成果 

教材教具やワークシートを工夫し、根拠を持って仮説を設定し話し合いで深め、探究の学習過

程を繰り返し通すことで、科学的に探究する力が育成された。 

２ 課題 

仮設の設定に重点を置き本研究を進めたが、科学的に探究する力を総合的に育成していくため

には、今後も探究の学習過程を、繰り返し通していく必要がある。 
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